
　
『
平
成
29
年
度
の
目
標
及
び
そ
の

達
成
に
向
け
た
活
動
の
点
検
・
評
価

と
平
成
30
年
度
の
目
標
及
び
そ
の
達

成
に
向
け
た
活
動
計
画
』
を
策
定
し

ま
し
た
。

　
内
容
は
、
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
室
蘭
地
方
精
神
保
健

協
会
（
室
蘭
保
健
所
内
・
☎
�
９

８
４
３
）

日
時
　
７
月
22
日
㈰
11
時
～
15
時

場�

所
　
中
嶋
神
社
蓬ほ

う

崍ら
い

殿で
ん

（
室
蘭
市

宮
の
森
町
１
丁
目
１
）

対�

象
　
一
般
求
職
者
、
転
職
希
望
者
、

学
生

日�

時
　
８
月
４
日
㈯
13
時
～
16
時
　

（
開
場
12
時
）

場
所
　
室
蘭
市
市
民
会
館

内�

容
　
よ
し
も
と
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・

エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
・
宮み

や

川が
わ

花は
な

子こ

さ

ん
に
よ
る
記
念
講
演
（
花
子
の
生

き
生
き
ラ
イ
フ
）
、
式
典
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど

　
市
民
マ
イ
プ
ラ
ン
講
座
制
度
は
、

　
日
本
赤
十
字
社
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

奉
仕
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
日
本
赤
十
字
社
の
活
動
は
、
皆
さ

ん
か
ら
の
社
資
（
寄
付
金
な
ど
）
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
各
町
内
会
な
ど
を
通
じ
て
、
社
資

の
募
集
を
行
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問�

い
合
わ
せ
　
日
本
赤
十
字
社
登
別

市
地
区
事
務
局
（
社
会
福
祉
Ｇ
内
・

☎
�
１
９
１
１
）

館
、
市
立
図
書
館
ア
ー
ニ
ス
分
館
、

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、
し
ん
た
21
、

農
業
委
員
会
事
務
局
で
閲
覧
で
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
農
業
委
員
会
事
務
局

�

（
☎
�
９
１
９
０
）

の
ほ
か
、
市
役
所

１
階
市
民
ロ
ビ
ー

や
各
支
所
、
市
民

会
館
、
市
立
図
書

　
西
胆
振
地
域
と
羊よ

う

蹄て
い

山さ
ん

麓ろ
く

地
域
の

企
業
約
50
社
が
出
展
す
る
広
域
合
同

企
業
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

※
服
装
、
入
退
場
は
自
由
で
す
。

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
商
工
労
政
Ｇ

�

（
☎
�
２
１
７
１
）

※�

出
展
企
業
は
室
蘭

市
ま
た
は
キ
ャ
リ

ア
バ
ン
ク
㈱
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
に
順

次
掲
載
。

市
内
の
団
体
が
外
部
か
ら
講
師
を
招

い
て
学
習
会
を
実
施
し
た
と
き
に
、

市
が
講
師
謝
礼
金
（
１
回
５
千
円
）

を
負
担
す
る
制
度
で
す
。

手
続
き
の
流
れ
　

①�

10
人
以
上
の
団
体
で
学
習
会
を
企

画
（
団
体
会
員
の
３
分
の
２
以
上

が
登
別
市
民
で
あ
る
も
の
に
限
る
）

②�

講
座
な
ど
を
実
施
す
る
２
週
間
前

ま
で
に
、
利
用
申
込
書
を
社
会
教

育
グ
ル
ー
プ
に
提
出

③�

講
座
終
了
後
、
２
週
間
以
内
に
実

施
報
告
書
（
写
真
２
枚
添
付
）
を

社
会
教
育
グ
ル
ー
プ
に
提
出

※�

利
用
申
込
書
は
、
市
民
会
館
に
備

え
付
け
て
い
る
ほ
か
、
市
教
育
委

員
会
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
２
９
）

農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

第
62
回
精
神
保
健
北
海
道
大
会

『
こ
こ
ろ
健
や
か
に
生
き
生
き
と

～
泣
い
て
笑
っ
て
、
明
日
へ
向
か

っ
て
～
』

市
民
マ
イ
プ
ラ
ン
講
座
制
度
を

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

寄
付
金
の
募
集

～
日
本
赤
十
字
社
～

よ
う
て
い
・
西
い
ぶ
り
合
同

企
業
説
明
会

露店などを開設する予定がある方へ
～火災事故を防ぐために～　　　

蜂の巣の駆除業者を
紹介します

　平成25年８月、京都府の花火大会会場において、発
電機に使用するガソリンの携行缶の不適切な取り扱い
により、多数の死傷者を出す大変痛ましい火災事故が
発生しました。
　この火災事故を受け、祭礼や縁日、花火大会などの
たくさんの人が集まる催しで火災が発生したときに初
期消火を速やかに行えるよう、対象火気器具等を使用
する場合、消火器を準備した上で使用することが義務
となりました。
　また、対象火気器具等を使用する露店などを開設し
ようとする場合には、事前に消防署へ届け出をするこ
とが義務となりました。
　この届け出により、対象火気器具等や消火器の状況
などを消防職員が確認し、必要に応じて指導を行いま
す。
※�対象火気器具等とは発電機、ガスコンロ、炭火コン
ロ、電気コンロなどです。
▶問い合わせ　消防本部総務グループ（☎�９６１１）

　市が把握している市内または近
隣市で蜂の巣の駆除を行っている
事業者を紹介します。
　一般家庭などにできた蜂の巣の
駆除については、家屋や土地の所
有者などが自らの責任で行ってく
ださい。
▶駆除業者　
○有限会社オリコクリーン
� （☎�１４２２）
○協業組合室蘭清掃管理センター
� （☎�３１５５）
○�北海道防

ぼう

疫
えき

燻
くん

蒸
じょう

株式会社室蘭事
業所（☎�１２５１）

▶問い合わせ　
　�環境対策グループ（クリンクル
センター内・☎�２９５８）
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